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研究成果の概要 

 

ワークショップ等を通じて定期的にグループ間で交流し、2つ以上のグループ間連携を開始した。

また下記の通り要素技術の研究開発を進めた。 

高前田グループでは、決定木アンサンブルに基づく計算・通信負荷が少ない連合学習アルゴリズ

ムの開発を行った。また、エッジ AIで DNN連合学習を行うための学習ハードウェアとコンパイラ

の開発を開始した。 

吉岡グループでは、DNNの入力に対しダイナミックに演算精度を制御する Saliency-Aware インメ

モリコンピューティング回路を開発した。認識に重要な箇所のみ演算精度を向上させることで電力

を 60%削減しながら演算精度制御を行わない場合に比べ同等の認識精度を達成した。 

今泉グループでは、大規模な機械学習モデルを訓練・制御することを目的として、過剰パラメータ

モデルの良性過適合に関する研究を推進した。高速計算のための量子化ニューラルネットワーク

や並列計算法および、連合学習のための勾配暗号化技術について研究を行なった。 

高瀬グループでは、フォグサーバを活用した階層型の連合学修技術を提案し、有効性を定量的か

つ理論的に検証した。非中央集権型の分散システムを対象として、ローカル学習とモデル学習の

順序およびモデルの更新履歴に着目した連合学習およびこの実用的フレームワークに関する研

究を行った。通信ミドルウェア技術に関しては、対応するプラットフォームの適用範囲の拡充に取り

組んだ。 

木谷グループでは、デジタル化されている土木インフラデータの整合性の検証研究を行った。デ

ジタル電子地図データの精度と鮮度向上を RTK-GNSSによるカープローブデータで実現できるこ

とや、静岡県交通基盤部がオープンデータ化している航空点群データおよびMMS（モービルマッ

ピングシステム）高精度点群データの整合性の検証を実データを用いて行い、機械学習によるデ

ータの高信頼化が必要であることを示した。 
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